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NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  創刊号

栃木県青少年野球団体協
一高野連と野球医療サポー ト栃木の取り組み一

栃木県高等学校野球連盟 理事長  阿
「
音Б 司

平成27年 3月 に少子化や社会の多様化に伴う、野球人口の減少などの課題に取 り組む対策として、栃木

県高校野球連盟が中心となり、中体連軟式部、中学硬式 4団体 (リ トルシエア ,ボーイズ・ポニー・ヤン

グ)、 栃木県野球連盟 (学童 )、 そして医師や理学療法士でつくるNPO法 人・野球医療サポー ト栃木の 8

団体による「栃木県青少年野球団体協議会」を設立 しました。これは野球の底辺拡大はもとより、学童から

高校まで選手が競技を継続できる環境を作 り、県内野球の振興や野球力向上を図るとともに、選手のケガ防

止などにも対応 していくことを目指すものです。軟式、硬式やカテゴリーの垣根を越えて選手を健康面でも

サポー トする、そんな狙いを持つて設立 した協議会です。その中で平成28年度に栃木県高野連と野球医療

サポー ト栃木の連携で新たな取 り組みを行いました。

1つ 目は高校野球 100年 の記念事業として、野球医療サポー ト栃木の全面協力の下 「野球手帳」を作成

し、県内の野球団体に贈呈 し、小学 4,5年生の球児に 3年計画で配布 しました。この手帳は小中高の各世

代で起こりやすい肩や肘の故障や、その予防を解説 しています。小学 4年から9年間分の検診内容なども記

録でき、指導者や保護者も使えるように工夫されています。

次に今までいくつかの地区、チーム等で行つていたメディカルチェックを、県内全域 (5地区に分割)に

広げて実施することにいたしました。野球肘障害の中でも選手生命に関わるリスクの高い「離脱性骨軟骨

炎」が多く見られることから対象の中心を小中学生にし、県内各地でニーズが高まる検診を効率的に行い、

指導者らにも地域の専門医の存在を知ってもらうことも一つのねらいとしました。今後もこの事業を継続す

るとともに、医学的な側面からも球児をサポー トする体制作 りを進めていきたいと思います。今後とも野球

医療サポー ト栃木と協力 していくとともに、この協議会がさらに発展し、オール栃木の体制を整えていけれ

ばと思います。野球医療サポー ト栃木の活躍と発展、さらにご協力をお願いして、はなはだ拙い文章です

が、記念寄稿にかえさせて頂きます。

最後に参考までに、昨年度実施した広域野球肘検診 :メ ディカルチェックの参加者等を載せておきます。

〈
不
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NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  倉」刊号

地  区 日 時 場 所 参加者

宇都宮①
真岡・芳賀地区

12月 ll日 (日 )

9:00～ 16:00 宇都宮工業高

学童      141名
中学生     138名
高校生      33名
指導者・保護者  155名

佐野・足利地区
12月 18日 (日 )

9:00～ 16:00 佐野松桜高

学童      141名
中学生      96名
高校生      70名
指導者・保護者  139名

塩谷・那須地区
1月 22日 (日 )

9:00～ 16:00 矢板中央高

学童       64名
中学生      95名
高校生      74名
指導者・保護者  110名

宇都宮②
鹿沼 。日光地区

1月 29日 (日 )

9:00～ 16:00 宇都宮高

学童      262名
中学生     100名
高校生      58名
指導者・保護者 226名

小山・栃木地区
2月 5日 (日 )

9:00～ 16:00 小山北桜高

学童      205名
中学生     121名
高校生      67名
指導者・保護者  115名

合  計

学童      813名
中学生     550名
高校生     302名
指導者・保護者 745名

総 計 2410名



NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  倉」刊号

栃木県広域野球検診への参力□

栃木県臨床整形外科医会 会長  』`野 誠

この度は、栃木県広域野球検診会報の発行おめでとうございます。栃木県臨床整形外科医会 (以下、

TCOSと 略)と いたしましてお慶び申し上げます。

TCOSも 平成28年度から栃木県広域野球検診に協力させて頂く事になりました。自治医大と独協医大の

整形外科の先生方と高校野球連盟の方々の全面的な協力体制の元での野球検診への協力は、事務的な障害が

全くなくスムーズに検診に参加する事が出来ました。

整形外科学会や同学術雑誌等で、肘関節の離断性骨軟骨炎 (以下、OCDと略)は野球検診で発見された

無症状の時期でないと保存療法が有効でなく、疼痛が発生 し病院を受診 した時はすでに保存療法は無効で手

術適応となってしまっているため、日本の各地域で野球肘検診が盛んに行われています。また、自治医大と

独協医大の先生方が野球検診を始められているという事もうわさでお聞きしていました。TCOSと してどう

やつて野球検診を行ったら良いのか分からずにいた所、平成28年度から開始された学校保健における運動器

検診の事前講習会の時に、ご講演をいただきました自治医大の笹沼先生から栃木県野球検診に対 してTCOS
への協力依頼があり、検診に参加させていただく事になりました。

野球検診でOCDの発見のためには、理学初見では診断できないため超音波検査は必須であります。

TCOSでは野球検診に合わせて、肘の超音波検査の勉強会を重点的に行いたしました。自分自身も自院の超

音波検査機で自分の肘で何回も練習 しましたが、実際の野球検診での肘関節超音波検査では最初は緊張して

いて時間をかけて検査を行いました。12月 ll日 の宇都宮・芳賀地区と同月18日 の佐野・足利地区の野球検

診後、他の県の野球検診はどのように行われているか気になり、小生の医局の後輩に連絡 して12月 23日 の

横浜での野球肘検診を見学させていただきました。

横浜港南区での野球肘検診は地区の広い体育館で行われ、検診を受ける児童は地区ごとにかつ時間別に6

グループに分かれていました。体育館内は、間診ブース、理学初見ブース、超音波検査ブース、ス トレッ

チ・コンディショニングブース、リズミック・ トレーニングブースに分かれていて、児童はその間を行き来

してスムーズに検診が行われていました。特にリズ ミック・ トレーニングブースは野球肘検診の最後に行わ

れ、アスレッチク・ トレーナーにより非常に良いテンポで生き生きと児童を指導 していて、みんなが楽 しく

トレーニングを行つていたのが印象的でした。

この検診の時の最高責任者が偶然にも横浜南共催病院の山崎哲也先生で、その時に平成29年 3月 に栃木

県での講演を依頼されている事をお聞きしました。自治医大で開催されました第4回 とちぎ野球障害研究会

では、実際の野球障害の臨床に携わつている先生 しか出来ない素晴らしいご講演を拝聴する事が出来まし

た。残念ながらTCOS会員の先生は少数だったため、近日、宇都宮市内でもご講演をいただき、たくさんの

TCOS会員の先生方に拝聴 していただきたいと思います。

平成29年の栃木県の野球検診は、 1月 29日 の宇都宮・鹿沼・日光地区と2月 5日 の栃木・小山地区に参加

させていただきました。両検診とも検診会場は高校の体育館で行われ、参加されたTCOSの 先生方も検診に

なれて、検診を受ける児童が多くても順調に行われました。

平成28年度に野球検診の参加されたTCOS会員は各回510名 でしたが、平成29年度以降は検診を希望さ

れる児童 。生徒は増加すると思われます。各検診においてTCOS会員は10名 程度の協力をいただければ、

大学の先生方への負担が大きくならず充実した検診となると思います。大学の整形外科の先生方と高校野球

連盟の方々の素晴らしい協力体制の元での栃木広域野球検診にTCOSも 参加させていただき、栃木から野球

検診での保存療法 (運動器 リハ・)に 関しての新 しいデータが発信出来るよう協力させていただきたいと思い

ます。栃木広域野球検診の益々のご発展を心からお祈 りいたします。



NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  創刊号

栃木県の野球活性化のために

野球医療サポート栃木副理事長  矢野 雄―郎

自治医科大学の笹沼秀幸先生 (現 とちぎメディカルセンターしもつが整形外科医長)、 薬師寺運動器クリ

ニックの伊澤一彦先生らと野球肘検診を始め、年々参加 してくれる選手が増えてきました。

平成29年2月 に東京で開催されました日本肘関節学会においてMSBP栃木の発足からこれまでの活動内容

を発表させていただきましたところ、会場から予想以上に大きな反響をいただきまして驚きました。平成

25年度から28年度までの検診参加選手は小 。中・高校生すべて合わせるとのべ3986名 です。以前から検診

を行っていた先輩県を参考に活動 しておりましたが、私ども栃木県も全国から注目される県になったのだ

なあと実感させていただきました。それも阿部司理事長をはじめとする栃木県高校野球連盟様の全面的な

バックアップのもと野球検診の体制を作ることが出来たことが大きな要因ではなかろうかと考えます。

栃木県での野球検診の大きな特徴は、医師による小・中生への上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の超音波診断の

みでなく、理学療法士による理学所見や運動指導を取 り入れている部分にあるのではないかと思います。診

断するという検診の王道ははずさずに、障害予防さらにはパフォーマンス向上まで介入出来ているのではな

いかと思います。この部分まで取 り入れている県は少ないです。理学療法士の先生方にはご苦労をかけてお

りますが、先生方のご指導内容は年々内容が濃くレベルアップしているなぁと思い、私自身も大変勉強させ

て頂いています。

今後も継続 してくためにはMSBP栃木全メンバーの変わらぬ理解と協力があってこそだと思います。検診

が広域になればなるほどスタッフの人数も必要となります。平成28年度からは栃木県臨床整形外科医会の

先生方もご協力くださりました。小野整形外科の小野会長が音頭をおとりくださり県内全域の先生方にお声

かけくださりました。さらに困つていた二次検診施設としてもご協力いただき、大変たすかりました。この

場をおかりして深謝いたします。

今後も栃木の野球選手の障害がなくなるまでいつまでも続けていければ本望です。みなさま今後とも頑張

りましょう。
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20'6年度広域野球討機診の
結果報告

NPO法人 野城医療サポ‐ 握ホ

広域犠齢絶鋼 鼈だき参した警 管糠

温かllご支援を頂毒参じて、
あユlがこうご喜 1審した。

擦診参加選手数

自治医大 中農鷲大発生機

高校生 302名
/鞭 ンケート

/肘理学機査
r・ 4o49/teSt

摯鸞 上高、凝角鱗譲の,遍

饉察諄位 外薫ス移 ス 可鋤雌              Jれ 。喩 放議舅の有繁

/胸都議猥症縁群(■OSl,射 都警壼候響欄撻の群饉

Morlev絶三 響rl●ftl leJ、 Tl● el sl“

/鶴審燎擦査磯繭艤隋隋靡燒鰈辣鶉鰺鰺量(小中学生 )

/爾甲猿竿繊03ンテ″ ョニング子
=,ク〈ヨ剛躊生)

V′riglnt t贅丈
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選手基礎テータ (ポジション)

小中学生       高機生

野球肘障害 (学年BIJ)

定義 :肘の自党麗 内理上顆・鋳構間節・0・t嚢の鷹痛.

外反ストレス.過伸晨ストレステストllずれかが難

dl中学生 n=,313        藤校生 n,302

運動器障害の割合(地区BII)

運動器障害の割合(部位81J)

|||||||■ ||‐
|||■|||■ ■■‐||■ |■||■■|||||||■ ‐■|■|||■ ||■■|||‐ ■■■

これからもごうぞ募うしくな難 1数し参す

野球肘障審

定義 :騰②白覺病.内爾上顆・鶴篠閣節・肘頚OE饉 ,

外反ストしス.過伸晨ストレステスト ビ れかが陽性

茫蓼甕毛

聾吻鰺釉

{郎鬱.郎 鷲:

中轟寛大先生からの提供
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NPO法人 野球医療サポート続本
(総 ed:義 I Sttpp●lt forふ asebdlt,:壺 yes to Toch:91:MS3斜Iochi91

之0壼 3奪～

小中学生の饗験検診者数

懇 舞 震|■ 2oI撼権 2046年 度

一次(現場)検診

嬢螂アンヶ．卜動藝　　　卜鶉舞鞭̈

上饒曇事議議畿饉骨歎彎炎
くOC参 )

の早期発見

2013～ 2016年度αXシーズンiこ野球肘検診饉

参嬢した小中学生のべ修89恣名

10
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・甕年度のOCD鍮発生襲度

C OCD警準と手卜OCD群滋参競曇葵(2o16`筑蜃)

喉奪参の発豊曇麗 :こ鷺す像難議

年  報告者  選手数  平均年齢  OC麟 頻度

2014  14農suu申     lo40     10,7       21%

2014  κでは      2433    14.5       34%

2006   Ha ada        153       11 0          13● /c

・肇 爾の野球購検診饉おしヽて、鐘 砂の発生頻度は

平均2.がるであつた

`○∝ 群で酪 鹸年数と撥球時の上肢疇

が,ЮCD舞と比較して有慧饉轟かつた
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NPO法人野球医療サポー ト栃木 (A/1SBP)

会誌倉」刊にあたり

NPO法人野球医療サポー ト栃木

那須赤十字病院緩不ロケア部長

監事

石川 不□由

平成28年度の栃木県の野球界においては、なんと言つても作新学院の甲子園優勝が記憶に新 しいことと

思います。栃木県内の高校が全国制覇を成 し遂げたということは、県内の球児にとっても野球に取 り組む励

みにも更なる目標にもなったのではないかと思います。昨今、少子化の影響もあり若年層の野球人口減少が

顕著となっています。中には、野球によるスポーツ障害のために思うようにプレーできない球児やプレーの

継続を断念せざるを得ない球児もいると考えられます。このような球児を減らし各自が目標に向かって全力

でプレーできるようサポー トすべく、今後はスポーツ障害を未然に防いでいくことも考える必要があるので

はないでしょうか。

私は、小中高と野球に明け暮れた少年時代を過ごしましたが、常に野球肘・肩障害に悩んだ一人でした。

当時は、肘・肩痛がでたら少 し休んで痛みが引いたらまた投げる、そしてまた痛くなるの繰 り返 しでした。

高校3年のころには、練習ではボールを投げずに、試合のときだけボールを投げるといつた状況でした。近

所の整形外科に行って診察を受けましたが、痛み止めの薬を処方され無理 しないでねと言われ様子を見る

日々でした。私の周りでも、同様に野球肘・肩障害などが原因で思うようにプレーできない球児や野球をや

めた球児の話をちらほらと耳にしたのを記憶 しています。

私は、緩和ケアという野球に関連の少ない分野を専門としておりますが、未然に障害 (緩和ケアにおいて

は様々なつらさ)を 防ぐという意味では相通ずるものがあるのではないかと思つています。MSBP笹沼理事

長や矢野副理事長から活動の趣旨を聞き、いたく感銘を受けたため何か役に立てることはないかと活動に

参加させてもらうことになりました。MSBPで は主にホームページ (HP)作成を担当しております。HPで

は、MSBPの活動内容・状況を中心に皆様にわかりやすく情報提供できるよう心がけています。また、球児

たちがこのHPを見ることで、自分自身の健康管理に興味を持つたりMSBPの活動を知 り将来的にこのよう

な活動に参加 し次の世代のサポー トにつなげてもらえたらと思つています。可能な限り改善 してまいりたい

ところですが、いかんせん素人の作るHPですので見づらいところなど多々ありますことご容赦願いたいと

思います。また、HPに対するご要望等ございましたらお申し付けください。MSBPを通 して、球児の健康

面でのサポー トの一助になれば幸いです。私たちの時代も含めて過去にこのような活動があり専門的な指導

や検診・治療を受けることができたとしたら、私の球児時代はどうなっていたかなと思ってしまう今日この

頃です。

一人でも多くの球児が大好きな野球を健康な身体で生涯にわたって楽 しんでもらえるよう心より願ってお

ります。最後に、MSBPの活動に対 しご理解ご協力を賜 り支えてくださる関係者の皆様に心より感謝申し上

げます。
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NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  創刊号

野球選手の医療を行う診療所として

薬師寺運動器クリニック  伊 澤 彦

野球選手の治療を行ううえで、運動器 リハビリの重要性は言うまでもなく、薬を処方 し「痛ければ投球禁

止・痛みが取れれば投げてよい」という指導では解決になりません。

野球に関心の高い理学療法士と医師が、野球の現場側を考慮 しながら治療に取 り組む必要があります。

医療側が関わるのは、筋・腱・靭帯・骨などの運動器の問題のこともあれば、フォームや柔軟性などの選

手の機能 。動作の問題もあります。また、練習の強度や頻度などチーム側に委ねられる問題があり、さらに

は選手個人の意識、自主 トレの実施、一般的な健康管理などもあって、簡単ではありません。

野球を続けながら来られる時だけリハビリを受けるという状況も多く、思うように治療が進まずに大会が

近づいてくると、心理的にも選手を追い込むことがあるようです。限られた時間で現場に戻り活躍できるか

という、結果が求められる診療でもあります。

当院のような診療所は、外来は原則午前だけという多くの病院と比べれば、夕方遅くまで診療を行うこと

で選手が受診 しやすいという利点があります。学校が終わつた後に学童から高校生が来院し、ときには大学

生や社会人チームの選手まで、多くの野球選手の症例に接することになります。学童の頃から診察をしてき

た選手が成長 し、大人になっていくまでフォローできるかもしれないという点で、医療側はチームの指導者

よりも選手と長期にわたり関わつていく可能性もあります。

選手が抱える身体的な問題は、自分の施設で対応できるものもあれば、病院へ紹介する必要のあるものも

あります。限られた時間で対応するためには、検査の依頼、診察依頼が必要かどうか早めに判断することも

求められ、そのためには医療側の野球医療に関する知識や診断・評価技術が求められます。

さらに、チームがどの程度強いのか、選手がチームの中でおかれた立場がどうなのか、次の大会が選手の

進路に関わるのかどうか、いろいろ考慮する必要もあります。

診察室やリハビリ室で待つているだけでは選手の様子は十分には把握できないものと思われます。本来は

医療側がもっと現場へ近づき、指導者・選手・保護者・ トレーナーなどとのコミュニケーションをグラウン

ドレベルでとるべきなのだろうと考えます。信頼関係の構築をしたうえで、フィー ドバックとしての選手の

活躍を観戦するところまでフォローできることが理想でしょう。現実的には診療の合間を縫って野球場や校

庭に足を運ぶのは容易なことではありません。特に研究や発表をされることの多い大学の先生方は大変ご多

忙のことと察 します。さらには、診療に必要な知識を増やし、野球医療に関連 した人脈を築くうえで、いろ

いろな学会・研究会・研修会にも足を運ぶ必要があります。

当然、医療側にも日常の診療がありますので、多くを見届けることはできないですが、日程さえ合えば、

治療に関わつた選手の試合会場に積極的に足を運ぶべきと個人的には思つています。日程が把握 しやすいこ

とや患者数を考慮すると高校野球が主体にはなりがちですが、社会人から学童まで幅広く観てみたいもので

す。

治療の結果どの程度プレーできたかについて、土曜・日曜・休日に行われる試合を観て本人の声を聴くの

ももちろんですが、投手で言えば球速、被安打、奪三振、与えた四死球など、打者で言えば安打数や打点な

ど、数字でシビアに結果が出てきます。高校野球の県大会になれば本部で公式記録としてのスコアも入手で

きてしまいます。これらも治療成績の一部といつてもいいのかもしれません。そしてこれらが、選手の人生

を左右することがあるわけで、上を目指す選手の治療には医療側も心 して取 り組む必要があります。

たかが野球と思う方も世の中にはいるでしょうが、いろいろ関わつてみるとされど野球であり、選手を取

り巻く諸事情を踏まえると、奥の深い診療です。

栃木の野球選手が故障をすることなく、上のステージを目指 していけるように医療面からサポー トをして

いく、という趣旨でMSBPの活動が持続できるよう、広い視野で野球選手に関わつていただけるメンバーが

増えていくことを願つています。月並みですが、肩・肘・腰などの疾患を診るのではなく、問題を抱えた選

手という人間を医療で応援 していくというスタンスで行きましょう。

いつかサポー トをした選手が、プロ選手になることや、MSBPの メンバーとして加わる日がくることも楽

しみにしたいと思います。

MSBPの皆様、とりわけコアメンバーの皆様のご尽力と、県高野連をはじめ栃木県青少年野球団体協議会

の皆様のおかげで、栃木県の野球選手を医療から支えていく活動は、全国的にみても活発なものになってき

ました。栃木県内外の医療や野球に関わる方々から一層注目される組織として活動 していければと思いま

す。今後とも皆様のご理解・ご協力・ご支援をよろしくお願い申し上げます。
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NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  創刊号

リハビリスタッフからみたA/1SBP,舌動・

広域検診について

石橋総合病院 リハビリテーシ∃ン科  l甲山 徳

近年、全国的に投球障害の早期発見・治療を目的とした検診やメディカルチェックが行われるようにな

り、2013年から栃木県においても検診活動が広まっていきました。当初から医師とともにリハビリスタッ

フ (理学療法士や作業療法士等)も 関わらせていただき協働 してきました。年を重ねるごとに検診活動の規

模も大きくなり、栃木県全域にわたって行われるようになり、今年度の野球検診では、栃木県を5地 区に分

けて大規模に行われました。

各地区での検診にそれぞれ20名以上のリハビリスタッフが参加 し、全5回 の検診ではのべ120名 以上のリ

ハビリスタッフが検診に協力して頂きました。検診では、医師が肩や肘の理学所見や肘関節の超音波画像診

断装置を用いた検査を行い、リハビリスタッフは、小 。中学生に対 して運動指導やス トレッチ指導を実施

し、高校生に対 しては運動指導、ス トレッチ指導に加えて身体機能のチェックを実施 しました。高校生への

身体機能チェックは、肩周りや骨盤帯の柔軟性をチェックし、具体的には胸郭と肩甲骨の動きや肩甲上腕関

節の柔軟性、握力や母指と小指のピンチカ、立位での体前屈、SLRや 股関節の内旋といった股関節周 りの柔

軟性をチェックしました。また、それらのチェック項目の意味合いと結果を紙面にて選手ヘフィー ドバ ック

することで自身の身体機能の状態や特徴を認識するよう働きかけました。

投球動作は下肢・体幹・上肢の複合関節による運動連鎖によって行われており、オーバーユースや非効率

的な運動連鎖、あるいはフォームなどによって肩・肘関節に器質的あるいは機能的に破綻をきたし障害が発

生すると考えられます。また、投球障害と身体機能の関連性については、肩甲帯や骨盤帯との関連が多数報

告されています。これらに対 し可能な限り障害を予防できるよう、選手個々がそれぞれの自己身体機能の特

徴を把握する必要があると考え、不十分ながらも可能な限り選手個々の個別性に合わせたス トレッチ指導や

運動指導をすることを心がけて行いました。

リハビリテーションは予防医学としての側面を有 しており、身体機能を評価、向上させるプロフェッショ

ナルであるのならば、障害が発生 してからの病院での治療だけではなく、このような検診のように予防的観

点の活動を行うことで、野球選手を障害から守るために微力ながら力になれるのではないかと考えていま

す.ま た、こういった活動に参加することは、私たちリハビリスタッフにとっても貴重な経験となり、投球

障害への理解も深まります。さらには、このような検診活動を通 して未来ある野球選手の障害を減らすこと

に少 しでも力になれるのであればそれはこの上ない喜びでもあります。

今後もこの活動を継続 していくにあたって、この機会を選手にとってより有意義なものにするためにもリ

ハビリスタッフとして何をすべきかを模索 して、野球選手の未来に向けて少 しでもサポー トが出来ればと思

います。
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□宇都宮支店

□東京第一支店

□東京第二支店

□東京第二支店

□横 浜 支 店

□相模原支店

□首都帥流センター

□小山営業所
□佐野営業所
□水戸営業所
□筑波営業所
□前橋営業所

TEL 03‐ 3231‐6510 FAX 03‐ 3231-6512
門前仲町別館 〒135‐0047 東京都江東区富岡2‐ 11‐6HASEMANビ ル6F

TEL 03‐ 5639-3431 FAX 03‐ 3643‐4110

〒320‐0074栃 木県宇都宮市細谷町388-1 丁EL:028‐ 616‐ 1580(代)FAX:028‐623‐ 7350
〒179-0075 東京都練馬区高松 6‐ 35‐ 15 丁EL:03‐ 5923‐6235(代)FAX:03-5393-3057
〒130‐0014東 京都墨田区亀沢4‐ 1フ‐12 TEL:03-56194551(代 )FAX:03‐ 6859‐0016
〒168‐0063 東京都杉並区和泉 1-22-19 TEL:03-6680-0460(代 )FAX:03‐ 6680‐0538
〒240‐0006 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町134丁EL:045‐ 348‐ 7260(イt)FAX:045‐ 348‐ 7261
〒252‐0236 神剌‖県相模原市中央区富士見6‐ 15‐2 丁EL:042‐ 756‐4234(代)FAX:042‐776‐9092
〒143-0006 棘都大田区平和島6‐ 1‐ 1菊補樋センターA棟3F ttEL:03‐ 5764‐5110(イt) FAX:03‐57645119

0285-30-3388“t)
0283‐21‐ 1007“ t)
029‐ 305‐6125(イt)
029-850-5185(イ t)
027-280-4433(It)

□埼玉営業所 048‐ 640‐ 6621(代)  □厚木営業所 046-296-2822(代 )

□埼玉西営業所 0493-21-7310(代 )  □山梨出張所 055-280-8015(代 )

□千葉営業所 043‐244-6322(代)  □長野営業所 026-229‐ 8030(代)

□多摩営業所 042‐348‐ 5011(代)  □松本営業所 0263‐ 24‐ 1125(代 )

□川崎営業所 044‐870‐ 6377(代)  □名古屋営業所 052‐ 218‐ 2735(代)



日本イーライリリー株式会社は、イーライリリー・アンド・カンパニーの子会社で、人々がより長く、

より健康で、充実した生活を実現できるよう革新的な医薬品の開発・製造・輸入・販売を通じて

日本の医療に貢献しています。

|‐纂Ⅲ。去養棄‐ 警就語獣轟暮聾
｀
‖ 、翠屋

'D/HD、

開発中の治療薬,診断薬‐アルツハイマー型認知症、関節リウマチなど

革新的製品に思いやりを込めて。

日本イーライリリー株式会社
〒651-0086神戸市中央区磯上通 715
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世 界 の すべ てが 、私 た ち の 研 究 室 。

病 と懸 命 に闘 う患 者 さん の ため に、最 高 の 科 学 と、独 創 的 な 知 性 、

世 界 中の 力 を 合 わ せ、新 しい可 能 性 を 切 り拓 く。

すべ て は 、私 た ち の 解 決 策 を待 つ 、ひ とつ の 命 の た め に。

複 雑 な 課 題 に こそ 挑 んで い く。

新 しい薬 を創 るだ けで は な く、それ を 最 適 な 方 法 で 提 供 す る 。

革 新 的 な 薬 や 治 療 法 を 、届 ける 。

世 界 中 に、私 た ち を待 つ人 が い る 限 り。

誰 もが 健 や か に、い き い きと暮 らす 社 会 。

そ ん な「当 た り前 」の 願 い の た め に、自ら変 化 し、努 力 を 続 け ま す。

ヤンセンフアーマ株式会社

www.janssenocomん apan

janssen
PHARMACEUTiCAL COMPANIES
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Zimrner Bわ鑽etは琴能性を進い求めます。

私たちは現状に達足せず、改善のために何ができるかを探求し続け

整形外科領域の発展のために日々金力で取り組みます。

それこそが私たちの使命であり、これからも果たすべき重務です。

私たちは常に隷者さんの立場でものを考え、優れた臨床成績を

生み議すために逓した環境を医療従事者のみなさまに提供できるよう

努力し続けることを約束します。

疑売な ■,プ リヘンシツサ′` スシ
=ル

ダ システム

鏃豊な トラベ■■,一 メタル ,メ 1-ス,=ルダーシステム

販売名 :」 ンプリヘン
'ブ

シ■,レダープライマリーーステム

販売名 :Nexel:"x黎 システ
'、露‐・名 :κ エルボ ーシステム

E‐I議機撃栞造鐵亮承義者■ :滋′̈ 3Z×●02,0"
擁蒙議諄襲菫議売承認薔号 :″ 5013′ ×

“

4,う Or l

鐘療機露護造職売蒸隷番号 :',2(XE∠ Xα鶏 ‐II∞

露義警藤後き議■承認番号 :ンな
'387ス

Cllコ 1ヽ幹|

舞療霧器襲壼議長承認書ヽ :",2,自′X111■熱 |

02● 1ヽ ア
'ln綸

●i～ |● F,● :

t',あ 毎う。わ` Ctぃ ol■ 1●●An阜 1● mi●3'S≒ OⅢ 10,r DoF● ●cl I● bec■ 16r M● I● R‐ erre Sh● け0,i3● 」 l・ 争xξ

lる ●:〔 |●●●に
`i“ “

●●森こ t● .● ●ra■ ●●■●■|●●らe Cor,,(1,● ⅢI″eIも taI S■ ●J3■ ris BI●・|● t 6`

ジンマー ノ`イオメット ht,//W螂 オ
““

er断o攣 et comtta

本社:,1030011東 京都港区芝11鋼
=丁

ll'1纂 ,号 住友不動産芝公饉夕, 15告
le1 03‐ 6402-6600(負 )

又

匁
CO薇 pFeれ全●Siv全 '

Revertte Sho,ld奪 ″

卜 .

タ

篠
`懸

et巖 :‐

S驚 ould奪『

ZII望 MER BI〈ЭMET
Yctlr pro9ress.Our promistF



Venue 50
Musculoskele
The vision of point― o「core ultrosound

超音波で
運動器の動きを
診る
医療機器認証番号:221ABBZX00092000

アルケフ株式会社
東京都墨田区錦糸121アルカセントラル19F〒 1300013
TEL 03-5611-7800(イ t表)FAX 03-5611-7825

tol
必要な機能に絞ることで

軽量小型化を実現

外来診察室の限られたスベースこも置きやすく、

日常の診療で吏いやすいよう、ポデイの軽量・小型化を実見

超音波の撮り方と画像の見方をサポートする

eSmartl‐ rainer― Japan editiど諄ド
スキヤン画像の画面左にサムネイルQブロープの当て万見本、正常な画像見本などを

表示も教科書を広げなくても、超音波の基本走査を、画面内で確認することができ、はじ

めての万でも、正しいスキヤンができるようこサポートします。

アルケアはGEヘルスケア ジャバン株式会社と
Venue 50 Muscu oskeletalの 独占販売契約をいたしました

お問い合わせ :コールセンター

フリーダイヤリレ 0120-770-863 章鯛瑠貿習塑:。。

その場ですぐに意のままに。
1己動わずか 16秒。

フルタッチスクリーンで直感的な

簡単操作を実現 します。

Mobill

∨enue 50



NPO法人野球医療サポー ト栃木 会報誌  創刊号

編集後記と会報誌創刊に寄せて

A/1SBP野球医療サポート栃木 代表  笹沼 秀幸

「スポーツにけがはつきもの」とは使い古された台詞ですが、根性論やスパルタ式だけでは現代のこども

を健全に育成できない ?・ 。と一人の親として感じる身の上となりました。

栃木県は2大学病院、医療圏ごとに配置された中核病院、そしてプライマリケアを担うクリニックがほど

よく連携し、保健医療の観点から言えば住みやすい地域だと思います。ただ、「専門性の高いスポーツ医学

治療」に関していえば、プロ 。社会人チーム、大学運動部を数多く有する首都圏に比べてまだ遅れていると

感じます。ご存知の通り、栃木県には全国 。世界レベルで活躍するスポーツ選手がたくさんいます。「地元

の選手を地元で治してあげたい |ケ ガの予防もしてあげたい !」 という思いから、2013年6月 、この主旨に

賛同してくれた仲間と「野球医療サポート栃木 (Medical Support for Baseball Players in Tochigi)」

を立ち上げました。2015年にはNPO法人化しました。現在は栃木県青少年野球協議会のメディカル部門を

担当させて頂いております。

活動当初より、栃木県高校野球連盟、獨協医科大学、自治医科大学の多大なご協力を頂きました。また、

2016年度の栃木県広域野球肘検診の開催にあたり、栃木県臨床整形外科医会の皆様の応援・協力を頂きま

した。活動に際して温かいご支援を多くの方々から頂いております。この場を借りて深くお礼申し上げま

す。

ありがたい話で発足から5年で、事業がどんどん展開しています。こんな時こそ「初心忘るべからず」と

いう思いで会報誌の作成を試みました。皆様のお役に立てば幸いです。
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